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「
平
成
」
の
選
定
過
程
に
関
す
る
文
書
の
保
存
期
間
に
関
す
る
質
問
主
意
書

元
号
「
平
成
」
の
選
定
過
程
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
、
政
府
か
ら
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
す
る
時
期
が
、
公
文
書
管
理
法

で
定
め
る
一
年
か
ら
三
十
年
を
大
幅
に
上
回
り
、
約
五
十
五
年
後
の
二
〇
四
四
年
三
月
末
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
行
政
が
作
成

し
た
文
書
の
保
存
期
間
を
延
長
す
る
に
は
、
延
長
す
る
期
間
及
び
理
由
を
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し
て
延
長
の
手
続
を
取
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
手
続
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
情
報
公
開
請
求
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
毎
日
新
聞
等
が
報
じ

ま
し
た
。

現
在
こ
の
文
書
を
保
存
す
る
内
閣
府
大
臣
官
房
総
務
課
は
「
元
号
事
務
が
二
〇
一
三
年
に
当
課
に
移
っ
た
際
、
他
の
複
数
の

文
書
を
ま
と
め
直
し
た
こ
と
で
新
た
に
文
書
を
取
得
し
た
と
し
て
、
起
算
日
を
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
と
し
た
の
で
、
内
閣
総

理
大
臣
に
報
告
し
て
延
長
の
手
続
を
取
る
こ
と
な
く
、
二
〇
四
四
年
三
月
末
ま
で
非
開
示
に
出
来
る
扱
い
と
し
た
」
と
説
明
し

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
文
書
の
多
く
が
「
平
成
」
に
元
号
を
決
め
た
一
九
八
九
年
一
月
七
日
作
成
と
確
認
で

き
た
た
め
、
起
算
日
を
作
成
日
の
次
年
度
の
初
日
と
な
る
一
九
八
九
年
四
月
一
日
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
内
閣
府
は
「
ま
と
め
直
し
た
時
を
作
成
日
に
す
る
こ
と
自
体
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
っ
て
い
る
」
と
す
る
一
方
、
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「
個
々
の
文
書
の
作
成
日
と
ず
れ
た
こ
と
は
良
く
な
い
の
で
改
め
た
」
と
説
明
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
行
政
機
関
内
に
お
け
る
所
管
変
更
に
よ
り
引
き
継
が
れ
た
文
書
を
、
引
継
後
の
組
織
に
お
い
て
、
新

た
に
取
得
し
た
こ
と
に
し
た
り
、
複
数
の
文
書
を
ま
と
め
た
こ
と
で
、
文
書
を
新
た
に
取
得
し
た
こ
と
に
し
た
り
し
て
し
ま
う

と
保
存
期
間
が
必
要
以
上
に
延
び
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
行
政
機
関
内
に
お
け
る
所
管
事
務
の
見
直
し
等
に
よ
り
、
文
書
の
引
継
ぎ
を
行
っ
た
場
合
や
複
数
の
文
書
を
ま
と

め
た
場
合
は
、
文
書
作
成
時
の
所
管
課
の
設
定
し
た
保
存
期
間
が
引
き
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

以
下
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

一

内
閣
府
大
臣
官
房
公
文
書
管
理
課
は
、
内
閣
府
大
臣
官
房
総
務
課
に
お
い
て
、
所
管
が
移
っ
た
際
に
他
の
複
数
の
文
書
を

ま
と
め
直
し
た
日
を
作
成
日
と
す
る
事
務
手
続
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
い
つ
知
っ
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

公
文
書
管
理
法
上
、
一
の
手
続
は
適
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

三

「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
で
は
、
組
織
改
廃

等
に
伴
う
文
書
管
理
の
手
続
は
「
引
継
」
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。
政
府
機
関
内
で
所
管
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
で
文
書
を

新
た
に
取
得
し
た
と
す
る
こ
と
は
法
の
趣
旨
に
反
し
て
お
り
、
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い

二



ま
す
。

四

ま
た
、
文
書
を
ま
と
め
た
こ
と
に
よ
り
新
た
な
文
書
を
取
得
し
た
と
す
る
こ
と
も
法
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

五

行
政
内
部
で
文
書
の
所
管
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
や
複
数
の
文
書
を
ま
と
め
た
場
合
で
も
、
当
初
に
文
書
を
作
成
し
た
日

の
翌
年
度
の
四
月
一
日
を
保
存
期
間
の
起
算
日
と
す
べ
き
で
あ
り
、
新
た
に
文
書
の
保
存
期
間
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、

当
初
の
保
存
期
間
の
残
存
期
間
を
残
り
の
保
存
期
間
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

六

元
号
「
平
成
」
の
選
定
過
程
に
関
す
る
文
書
は
、
一
九
八
九
年
一
月
に
作
成
さ
れ
た
保
存
期
間
が
三
十
年
の
文
書
で
あ
る

た
め
、
二
〇
一
九
年
三
月
三
十
一
日
が
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
き
保
存
期

間
満
了
後
は
、
保
存
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
文
書
を
国
立
公
文
書
館
に
移
管
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

右
質
問
す
る
。

三


